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1.二次元流れの速度成分が u = x− 4y, v = −4x− yで与えられる流れは理論上存在するか。流れの関数

を求めよ。もしその流れが渦なし流れであれば速度ポテンシャルを求めよ。

2.z = ±aにお互いに反対向きで強さの等しい Γの渦がある場合について (1)原点 (0,0)に於ける速度を求

めよ。(2)また二つの渦による誘起速度およびその向きを求めよ。

3.図に示すように無限に広い壁 (x=0)に近接して点 p(x,0)に強さ Γの渦がある場合について (1)原点 (0,0)

における速度を求めよ。(2)また、二つの渦による誘起速度およびその向きを求めよ。

4.速度 U の一様流れ中に強さ Qの吹き出しが原点にある場合、この流れ場に作用する力を求めよ。

5. 図に示すような流線図より，この流れがどういう型の流れを組み合わせたものか説明せよ．また数値も

含めた複素ポテンシャルを求めよ．
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Parallel flow + source+ sink flow
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